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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月23日(2016.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる遊技の進行条件が設定された第１遊技状態および第２遊技状態が少なくと
も設けられ、これら第１遊技状態および第２遊技状態を含むいずれかの遊技状態にて遊技
が進行する遊技機であって、
　遊技球が流下する遊技領域が形成された遊技盤と、
　前記遊技領域に遊技球を発射する発射手段と、
　前記発射手段によって発射された遊技球が進入可能な第１始動領域および第２始動領域
と、
　前記第１始動領域または前記第２始動領域への遊技球の進入を条件として、前記遊技領
域に設けられた大入賞口が開放される大役遊技の実行が対応付けられた大当たり図柄、該
大役遊技と同一もしくは異なる態様で該大入賞口が開放される小当たり遊技の実行が対応
付けられた小当たり図柄、該大役遊技および該小当たり遊技のいずれも不実行とすること
が対応付けられたハズレ図柄を少なくとも含む複数の図柄の中から、いずれかの図柄を決
定する図柄決定手段と、
　前記図柄決定手段によって図柄が決定されると、該決定された図柄の種別、該図柄決定
の契機となった遊技球が進入した始動領域の種別、および、設定されている遊技状態に対
応する変動時間決定条件にしたがって、該図柄を図柄表示部に停止表示させるまでの時間
である変動時間を決定する変動時間決定手段と、
　前記第１始動領域への遊技球の進入を契機として図柄が決定された場合には、該決定さ
れた図柄の変動時間に亘って第１の図柄表示部において図柄の変動表示を行うとともに、
該変動時間が経過すると、該第１の図柄表示部に前記図柄決定手段によって決定された図
柄を停止表示させ、前記第２始動領域への遊技球の進入を契機として図柄が決定された場
合には、該決定された図柄の変動時間に亘って第２の図柄表示部において図柄の変動表示
を行うとともに、該変動時間が経過すると、該第２の図柄表示部に前記図柄決定手段によ
って決定された図柄を停止表示させる図柄表示制御手段と、
　前記大当たり図柄が前記図柄表示部に停止表示されると、前記大役遊技を実行するとと
もに、前記小当たり図柄が該図柄表示部に停止表示されると、前記小当たり遊技を実行す
る特定遊技実行手段と、
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　少なくとも前記大役遊技中および前記小当たり遊技中に前記大入賞口に遊技球が入球す
ると、賞球を払い出す払出制御手段と、
を備え、
　前記図柄決定手段は、
　少なくとも前記大役遊技が実行されておらず、かつ、前記第１の図柄表示部および前記
第２の図柄表示部のいずれにおいても図柄の変動表示が行われていない場合に、前記第１
始動領域または前記第２始動領域への遊技球の進入を契機として図柄の決定処理を実行可
能であり、
　前記第１の図柄表示部において図柄が変動表示中であって、前記第２の図柄表示部にお
いて図柄の変動表示が行われていない場合に、前記第２始動領域への遊技球の進入を契機
として図柄の決定処理を実行可能であり、
　前記第２の図柄表示部において図柄が変動表示中であって、前記第１の図柄表示部にお
いて図柄の変動表示が行われていない場合に、前記第１始動領域への遊技球の進入を契機
として図柄の決定処理を実行可能であり、
　遊技状態が前記第１遊技状態に設定されているときに、前記図柄決定手段によって前記
ハズレ図柄が決定された場合に、前記変動時間決定条件にしたがって決定される変動時間
の平均である平均変動時間、および、前記図柄決定手段によって前記小当たり図柄が決定
された場合の平均変動時間のいずれか一方または双方は、前記第２始動領域への遊技球の
進入を契機として該図柄が決定された場合の方が、前記第１始動領域への遊技球の進入を
契機として該図柄が決定された場合よりも長く、該第１遊技状態においては、実質的に第
１始動領域へ遊技球を進入させることで遊技が進行されるように設定されており、
　遊技状態が前記第２遊技状態に設定されている場合には、前記第２始動領域への遊技球
の進入を契機として実行される前記小当たり遊技によって、遊技球の発射数よりも前記払
出制御手段によって払い出される賞球数が多くなるように、前記図柄決定手段によって前
記小当たり図柄が決定される確率が設定されていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記図柄決定手段は、
　前記第１始動領域への遊技球の進入を契機としては前記小当たり図柄を決定することな
く、前記第２始動領域への遊技球の進入を契機としてのみ前記小当たり図柄を決定するか
、もしくは、前記第２始動領域への遊技球の進入を契機として図柄を決定する場合の方が
、前記第１始動領域への遊技球の進入を契機として図柄を決定する場合よりも、前記小当
たり図柄を高確率で決定することを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記第１遊技状態は、前記図柄決定手段によって前記大当たり図柄が決定される確率が
所定の確率に設定された低確率遊技状態であり、前記第２遊技状態は、前記第１遊技状態
よりも前記大当たり図柄が高確率で決定される高確率遊技状態であることを特徴とする請
求項１または２に記載の遊技機。
【請求項４】
　前記大役遊技の終了後の遊技状態を、前記高確率遊技状態を含むいずれかの遊技状態に
設定する遊技状態設定手段と、
　前記高確率遊技状態において前記大当たり図柄が決定されることなく、前記ハズレ図柄
または前記小当たり図柄が、予め設定された回数決定されたことを条件として、遊技状態
を前記低確率遊技状態に変更する遊技状態変更手段と、
を備えたことを特徴とする請求項３に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記大入賞口内には特定領域が設けられ、
　前記大当たり図柄には、前記大入賞口に入球した遊技球が前記特定領域に進入可能な第
１大役遊技の実行が対応付けられた第１大当たり図柄と、該大入賞口に入球した遊技球が
該特定領域に進入不可能であるか、もしくは、該第１大役遊技よりも該特定領域への遊技
球の進入が困難な第２大役遊技の実行が対応付けられた第２大当たり図柄と、が含まれ、
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　前記遊技状態設定手段は、前記大役遊技中に前記大入賞口に入球した遊技球が前記特定
領域に進入した場合に、該大役遊技の終了後の遊技状態を前記高確率遊技状態に設定する
ことを特徴とする請求項３または４に記載の遊技機。
【請求項６】
　前記遊技領域は、前記発射手段の発射操作で遊技球の打ち分けが可能な第１遊技領域お
よび第２遊技領域を含み、
　前記第１始動領域は、前記第１遊技領域を流下する遊技球のみが進入可能であるか、も
しくは、該第１遊技領域を流下する遊技球の方が前記第２遊技領域を流下する遊技球より
も進入し易い位置に配され、
　前記第２始動領域は、前記第２遊技領域を流下する遊技球のみが進入可能であるか、も
しくは、該第２遊技領域を流下する遊技球の方が前記第１遊技領域を流下する遊技球より
も進入し易い位置に配されていることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の遊技
機。
【請求項７】
　前記払出制御手段は、前記第１始動領域および前記第２始動領域に遊技球が進入すると
、それぞれ所定数の賞球を払い出し、
　前記発射手段の発射操作により、前記第２遊技領域に遊技球を流下させた場合において
、発射球数に対する、前記第２始動領域への遊技球の進入によって払い出される賞球数の
割合は、前記第１遊技領域に遊技球を流下させた場合において、発射球数に対する、前記
第１始動領域への遊技球の進入によって払い出される賞球数の割合よりも高いことを特徴
とする請求項６に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の遊技機は、互いに異なる遊技の進行条件が設定さ
れた第１遊技状態および第２遊技状態が少なくとも設けられ、これら第１遊技状態および
第２遊技状態を含むいずれかの遊技状態にて遊技が進行する遊技機であって、遊技球が流
下する遊技領域が形成された遊技盤と、前記遊技領域に遊技球を発射する発射手段と、前
記発射手段によって発射された遊技球が進入可能な第１始動領域および第２始動領域と、
前記第１始動領域または前記第２始動領域への遊技球の進入を条件として、前記遊技領域
に設けられた大入賞口が開放される大役遊技の実行が対応付けられた大当たり図柄、該大
役遊技と同一もしくは異なる態様で該大入賞口が開放される小当たり遊技の実行が対応付
けられた小当たり図柄、該大役遊技および該小当たり遊技のいずれも不実行とすることが
対応付けられたハズレ図柄を少なくとも含む複数の図柄の中から、いずれかの図柄を決定
する図柄決定手段と、前記図柄決定手段によって図柄が決定されると、該決定された図柄
の種別、該図柄決定の契機となった遊技球が進入した始動領域の種別、および、設定され
ている遊技状態に対応する変動時間決定条件にしたがって、該図柄を図柄表示部に停止表
示させるまでの時間である変動時間を決定する変動時間決定手段と、前記第１始動領域へ
の遊技球の進入を契機として図柄が決定された場合には、該決定された図柄の変動時間に
亘って第１の図柄表示部において図柄の変動表示を行うとともに、該変動時間が経過する
と、該第１の図柄表示部に前記図柄決定手段によって決定された図柄を停止表示させ、前
記第２始動領域への遊技球の進入を契機として図柄が決定された場合には、該決定された
図柄の変動時間に亘って第２の図柄表示部において図柄の変動表示を行うとともに、該変
動時間が経過すると、該第２の図柄表示部に前記図柄決定手段によって決定された図柄を
停止表示させる図柄表示制御手段と、前記大当たり図柄が前記図柄表示部に停止表示され
ると、前記大役遊技を実行するとともに、前記小当たり図柄が該図柄表示部に停止表示さ
れると、前記小当たり遊技を実行する特定遊技実行手段と、少なくとも前記大役遊技中お
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よび前記小当たり遊技中に前記大入賞口に遊技球が入球すると、賞球を払い出す払出制御
手段と、を備え、前記図柄決定手段は、少なくとも前記大役遊技が実行されておらず、か
つ、前記第１の図柄表示部および前記第２の図柄表示部のいずれにおいても図柄の変動表
示が行われていない場合に、前記第１始動領域または前記第２始動領域への遊技球の進入
を契機として図柄の決定処理を実行可能であり、前記第１の図柄表示部において図柄が変
動表示中であって、前記第２の図柄表示部において図柄の変動表示が行われていない場合
に、前記第２始動領域への遊技球の進入を契機として図柄の決定処理を実行可能であり、
前記第２の図柄表示部において図柄が変動表示中であって、前記第１の図柄表示部におい
て図柄の変動表示が行われていない場合に、前記第１始動領域への遊技球の進入を契機と
して図柄の決定処理を実行可能であり、遊技状態が前記第１遊技状態に設定されていると
きに、前記図柄決定手段によって前記ハズレ図柄が決定された場合に、前記変動時間決定
条件にしたがって決定される変動時間の平均である平均変動時間、および、前記図柄決定
手段によって前記小当たり図柄が決定された場合の平均変動時間のいずれか一方または双
方は、前記第２始動領域への遊技球の進入を契機として該図柄が決定された場合の方が、
前記第１始動領域への遊技球の進入を契機として該図柄が決定された場合よりも長く、該
第１遊技状態においては、実質的に第１始動領域へ遊技球を進入させることで遊技が進行
されるように設定されており、遊技状態が前記第２遊技状態に設定されている場合には、
前記第２始動領域への遊技球の進入を契機として実行される前記小当たり遊技によって、
遊技球の発射数よりも前記払出制御手段によって払い出される賞球数が多くなるように、
前記図柄決定手段によって前記小当たり図柄が決定される確率が設定されていることを特
徴とする。


	header
	written-amendment

